
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「品川区学力定着度調査」の趣旨 
 
(1)学習指導要領に示された教科の目標や内容の実現状況を把握し、教育課程や

指導方法等に関わる区の課題を明確にすることで、その充実・改善を図るとと

もに、区の教育施策に生かす。 

 

(2)各学校は、教育課程や指導方法に関わる自校の課題・解決策を明確にすると

ともに、調査結果を経年で把握することで、児童・生徒一人一人の学力の向上

を図る。 

 

(3)区民に対し、区立学校における児童・生徒の学力等の状況について、広く理

解を求める。 

令和７年度「品川区学力定着度調査」の結果から 

明らかになった課題と学力向上に向けた取組 

１ 調 査 日 令和７年４月１５日（火） 

 
２ 調査対象 品川区立学校 第２～９学年の全児童・生徒 
 
３ 調査内容 

教科に関する調査 
  → 調査の趣旨に基づき、学習指導要領に定める内容について、基礎・基本および 

活用の力を測る問題で構成 
 

<第２・３学年> 国語、算数 
<第４～５学年> 国語、社会、算数、理科 
<第 ６ 学年> 国語、社会、算数、理科、英語 
<第７～９学年> 国語、社会、数学、理科、英語 

品川区立小山台小学校 



【国語】実施学年：第２～６学年 

（１） 国語科の定着状況についての概要 

・全ての学年で、目標値を超えることができた。特に２，３年生は、目標値を１０ポイント以上上

回っている。 

（２） 具体的な課題 

２年生 ・文章の読み取りが苦手な児童が多い。 

３年生 ・共通、相違、事柄の順序など情報と情報との関係について理解していない。 

４年生 ・主語、述語の関係、ローマ字の読み取りに課題がある。 

５年生 ・漢字の正答率が低い。 

・記述問題のような、書き抜きではない問題の正答率が低い。 

６年生 ・目的に応じて文章を書く力が低い。 

・敬語を正しく使う力が低い。 

（３） 課題の原因として考えられること 

２年生 ・読み取りの学習時に、自分で想像して問題に取り組んでいる児童がいるため、正確

に文章を読み取ることが難しい。 

３年生 ・話や文章に含まれている情報を取り出して整理することに課題があるため、話や文

章を正確に理解することが難しい。 

４年生 ・授業内で言葉の意味を確認する学習が足りず、語彙力も低い。 

・日頃からローマ字に関わっていない。 

５年生 ・記述問題に取り組むときに、諦めが早いこと、粘り強さがないこと、言語化が苦手

なことが挙げられる。 

６年生 ・文章を書く機会が少ない。 

・言葉の意味を正しく理解していない。普段から活用する習慣が身に付いてない。 

（４） 課題解決のための方策（取組目標） 

２年生 ・読み取りの学習時に、想像で考えるのではなく文章の中から考えるようにする。 

・場面で大切な文章に印を付け、確実に読み取りながら授業を進めていく。 

３年生 ・説明文の学習では、文章の中のキーワードを見つける活動を多く取り入れる。 

・物語文の学習では、場面の様子に着目させ、登場人物の気持ちを具体的にイメージ

できるようにする。 

４年生 ・授業で出てきた言葉を全体で確認し、適宜辞書を使って調べ、語彙力を高める。 

・教室内にローマ字表を貼り、ローマ字と関わる時間を増やす。 

５年生 ・テスト後の見直し、朝学習などを活用した反復学習に取り組んでいく。 

・どの教科でも、問題に正対した内容の文章を自分の言葉で書けるよう継続した指導

を行っていく。 

６年生 ・日常的に文章を書く機会を増やす。 

・日常生活や学校行事などにおいて、積極的に活用できるようにする。 

（５） 次年度の数値目標（成果指標） 

・さらなる正答率の向上を目指し、基礎学力の向上や対話活動に力を入れた指導をしていく。 



【社会】実施学年：第４～６学年 

（１） 社会科の定着状況についての概要 

・４，５年生は目標値を上回っている。６年生は目標値と同程度となっている。 

（２） 具体的な課題 

４年生 ・四方位や土地利用の地図記号の理解が不足している。 

５年生 ・「都道府県の様子」地図から交通の様子を読み取る問題で誤答が多かった。 

６年生 ・用語などの意味を理解していない。 

（３） 課題の原因として考えられること 

４年生 ・授業内で地図帳をあまり活用していなかった。 

・地図記号フラッシュカードなどの学習活動などをあまりしていなかったため、地図

記号に対する認知度が低かった。 

５年生 ・交通の様子について、具体的に理解することができなかった。 

６年生 ・知識を定着させる機会が少なかった。 

（４） 課題解決のための方策（取組目標） 

４年生 ・Google Earthなどのアプリケーションだけでなく、地図帳を活用したクイズなど

の学習活動を毎時間取り入れていく。 

・教室内に地図記号表を貼り、地図記号と関わる時間を増やす。 

５年生 ・交通の様子について、他地区や別の都道府県との比較を行わせるなど、具体的な事

例を基に考えさせられるようにする。 

６年生 ・カラーテストだけでなく、小テストやクイズ形式で復習する機会を増やす。 

（５） 次年度の数値目標（成果指標） 

・地図帳の読み方や、資料の活用方法を中心に、知識・技能の確実な定着を目指して指導を行い、

来年度は観点別正答率の「知識・技能」が目標値を上回るようにしていく。  



【算数】実施学年：第２～６学年 

（１） 算数科の定着状況についての概要 

・全ての学年で、目標値を超えることができた。特に１，５年生は、目標値を約１０ポイント以上

上回っている。 

（２） 具体的な課題 

２年生 ・「とけい」、「３つの数の計算」を理解していない児童が多い。 

３年生 ・数の大小と不等号の意味を理解していない。 

・加法の結合法則を用いた計算の工夫を理解していない。 

４年生 ・円の概念や、直径についての理解が不足している。 

５年生 ・「角の大きさを求める」「ひし形の作図」など、主に平面図形に関わる問題で誤答が

多かった。 

６年生 ・約数や小数の掛け算ができていない。苦手意識の高い児童が諦めてしまっている。 

（３） 課題の原因として考えられること 

２年生 ・５分ずつや１０分ずつ正確に数えることが苦手な児童が多い。 

・たし算ひき算を正確にできない児童が多い。 

３年生 ・不等号の定着が不十分になっている。 

・結合法則や交換法則などの性質のよさを理解していない。 

４年生 ・授業内で、具体物をあまり活用していなかった。 

・直径や半径などの基本的な用語の意味を押さえられていなかった。 

５年生 ・正確に図る、作図する経験が少なかった。 

６年生 ・授業内で定着を図れていなかった。 

（４） 課題解決のための方策（取組目標） 

２年生 ・文章問題に慣れることを目指して、意図的、計画的に文章問題に触れたり、十分な

理解ができたりするように指導していく。 

・図や絵を使って読み解く力を身に付ける。 

３年生 ・定期的に復習する時間を設ける。 

・計算の工夫のよさが分かるような学習を取り入れていく。 

・練習問題を多く取り入れ、学習が定着するまで繰り返し取り組ませていく。 

４年生 ・具体物を使い、実際に触ったり動かしたりして、図形に親しみながら活動させる。 

５年生 ・作図に関しては、ただひたすら書かせるだけでなく、その正確さや図形の性質に触

れることなどを重視して指導していく。 

６年生 ・授業内で、苦手な児童を丁寧に指導する。 

・宿題でプリントを出すなど、学習を定着させる機会を増やす。 

（５） 次年度の数値目標（成果指標） 

・さらなる正答率の向上を目指し、基礎学力の向上や教具を活用した学習単元に力を入れた指導

をして 

いく。  



【理科】実施学年：第４～６学年 

（１） 理科の定着状況についての概要 

・４，５年生は目標値に対して同程度の結果となっている。６年生は目標値を下回っている。 

（２） 具体的な課題 

４年生 ・方位磁針の使い方や、影のでき方の理解が不足している。 

５年生 ・「月と星」の問題は、３問ともすべて目標値を下回っている。 

６年生 ・用語などの意味を理解していない。 

・実験道具の使い方を理解していない。 

（３） 課題の原因として考えられること 

４年生 ・授業内で、方位磁針を使ったり、影がどのようにできるのかの実験をしたりするな

どの実体験が不足していた。 

５年生 ・活動時刻の関係もあり、星座早見表を用いて、実際の天体を観測できなかった。 

６年生 ・知識を定着させる機会が少なかった。 

・実験方法を児童主体で考えさせる機会が少なかった。 

（４） 課題解決のための方策（取組目標） 

４年生 ・学習問題に対する予想を立てて、実験の計画・実行をし、その実験結果を考察する

という授業プロセスを充実させる。 

５年生 ・体験学習を充実させられるように計画していく。また、引き続きプラネタリウムの

見学に行き、天体に対する興味・関心を高めていく。 

６年生 ・授業内で実験器具をできるだけ多くの児童に使用させる。 

・実験方法を児童主体で考えさせる。 

（５） 次年度の数値目標（成果指標） 

実験方法や実験器具の使い方について、児童主体で考えさせる過程が必要であると感じる。児

童が能動的に学んでいけるような授業を考えた上で、主体的に実験に取り組めるように系統的に

指導していく。  



【英語】実施学年：第６学年 

（１） 英語科の定着状況についての概要 

・目標値を上回っている。 

（２） 具体的な課題 

・「教科」や「曜日」に関するリスニング力が低い。 

・英文を書く力が低い。 

（３） 課題の原因として考えられること 

・児童の英語の学習に向かう「主体性」が低い。 

（４） 課題解決のための方策（取組目標） 

・授業内の活動に必然性をもたせる。全体で発表する機会を設ける。 

（５） 次年度の数値目標（成果指標） 

・さらなる正答率の向上を目指し、基礎学力の向上やリスニング能力の向上に力を入れた指導を 

していく。 

 

 


